
① 全国学力・学習状況調査（全国学調）のCBT化も見据え、 CBTの特性・利点を生かした出題等、調査の一層の質の向上
② Society5.0に向け、IRTの活用など、学習をめぐる新しい評価改善のサイクルの確立

▶ GIGAスクール構想の推進 ▶ 学力調査のCBT化が国際的な潮流 ▶ 教育データの収集・分析・利活用の充実によるEBPMの更なる推進
▶ 新学習指導要領の目標実現及び次期改訂への備え など

1.「指導改善」の視点でIRTを活用
→共通問題を作成し、学力の変化の把握が可能

2.「政策の効果の検証」でIRTを活用
→複数の問題群により、網羅的な能力の測定や

自治体や学校などの学力の適切な把握が可能
3. IRT導入による作問の枠組みの検討

→複数の問題フォームを適切に配置するために
必要となる様々なパターンの長所・短所のまとめ

1.思考発話調査など学習科学の知見で検討
→児童生徒の解答に至るまでの思考プロセスに

関する知見の深化
2.古典的テスト理論（CTT）やIRTなどの教育測定

に係る各種情報を踏まえ、調査問題を検証

1.全国学調の結果等からわかるつまずき・
課題を、教科固有のものと教科共通のものに
分類し検討
→教科に共通して見られるつまずき・課題を
「複数の資料から必要な情報を見いだすこと
ができないこと」「根拠を明確にした説明を
することができないこと」などに整理

1.大規模調査のデータ分析のモデルケース
→全国学調と他の大規模調査を結合し、分析

2.自治体と研究機関との連携による教育
データの利活用のモデルケース

3.全国学調分析ワークショップ開発

◎学力を評価する機能の充実
◎教育施策の検証から改善へと向かう好循環の創出

IRTを用いたより信頼性の高い学力評価指標の提示

信頼性・妥当性をより一層に確保できる調査問題の作成、検証 など

全国学調や自治体独自の調査を組み合わせたデータ分析を通じた教育施策の検証と改善策の検討
認知過程の理解の深化に係る研修やデータリテラシー向上の取組の実施など、学習科学、教育測定、
データサイエンスの観点からの支援により、教育施策の改善への向かう好循環を創出

〈社会的要請〉

〈研究の目的〉

調査官による全国学調の結果を踏まえた
教科特有及び教科横断的な資質・能力の把握

（第２部）

調査官による全国学調の結果を踏まえた
教科特有及び教科横断的な資質・能力の把握

（第２部）

IRTを用いた学力調査の在り方の検討
（第４部）

IRTを用いた学力調査の在り方の検討
（第４部）

CBT・IRTの導入を踏まえた作問・結果
分析のPDCAサイクルの質的向上（第３部）
CBT・IRTの導入を踏まえた作問・結果
分析のPDCAサイクルの質的向上（第３部）

教育データを使用した分析・研究の
モデルケースによる考察（第５部）
教育データを使用した分析・研究の
モデルケースによる考察（第５部）

今後の展望今後の展望

以下の観点から調査研究

ワークショップの様子

2.全国学調の複数教科の結果データを統計的に
分析
→①各教科固有の資質・能力を問うていると

考えられる問題
②教科の枠を超えて、統計的に同じ資質・能
力を問うていると考えられる問題 に分類

➡2.②が問う資質・能力と、１．の共通して見られるつまずき・課題は重なる
「学習の基盤となる資質・能力」（言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等）に関連

① データの整理、利活用を視野に入れたデータ
取得方法の洗練

② 調査の目的の明確化とそれに即した調査設計
③ データの解釈に対する習熟の必要性
④ 教育行政、教育現場と多様な専門家との連携

➡１、２をワークショップなども通じて実践し、
作問・結果分析のPDCAサイクルの質の向上を図る

➡ ３つの分析から、教育データを分析、活用
する際の指針として、４つの論点を整理

主な観点

データサイエンス

教育測定

学習科学

教科教育

本取組の学問領域横
断的融合に関する成果

※ CTTは、古典的テスト
理論のこと

問題フォーム間の尺度調整


